
比較教育社会史研究会 2016年6月

ごあいさつ 

『通信』Ⅱ、第三号をお届けします。今回は、2015年春季大会お

よび秋季大会の模様をお伝えします。なお、本誌に掲載しており
ます報告者の所属は報告時のものです。

2015年春季大会報告

　2015年3月22日（日）にキャンパスプラザ京都・京都大学サテ

ライト講習室（6階第8講習室）にて、2015年春季大会が開催さ

れました。

　午前の部は、河合隆平氏（金沢大学）の司会のもと、倉石一
郎「アメリカ教育福祉社会史序説−−−ビジティング・ティー

チャーとその時代」の合評会が行われました。コメンティタは
宮本健市郎氏（関西学院大学）と柏木敦氏（大阪市立大学）で
した。

　午後の部はジェンダー部会のセッション「ジェンダーから比較
教育社会史を考える」が開催されました。司会・趣旨説明は北
村陽子氏（愛知工業大学）、報告者として石井香江氏（同志社
大学）と香川せつ子氏（西九州大学）が登壇された。石井氏は
「職業教育と労働のジェンダー化：近代日独の電信・電話に注目
して」というタイトルで、香川氏は「「女性・ジェンダー・教育」
の歴史ー研究の到達点と課題：イギリス女性史研究会のあゆみ
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